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研究成果の概要（和文）：1930-80年代の米国フィジカルカルチャー誌を資料として男性身体の理想がセクシュ
アリティ化されてゆく過程を分析した。その結果、1930-50年代のPC誌では男性身体の理想がセクシュアリティ
化されておらず、多様な欲望の対象として共有されていたこと、60年代にかけて非ヘテロセクシュアリティ要素
を払拭し、急速に異性愛化したことが明らかになった。こうしたな男性性のヘテロノーマティヴ化を促したの
は、この時期進んだ“同性愛者”の可視化による、逆説的な異性愛アイデンティティの自覚化であった。また、
1950年代以前のPC誌における表象は、異／同性愛で分断されないホモソーシャル連続体の可能性を示唆してい
る。

研究成果の概要（英文）：The momentum of the (hetero)sexualization of masculinity was analyzed 
through physical culture magazines published from the 1930s-80s in the United States. The analysis 
revealed the following results: From the 1930s-50s, the ideal of masculinity was not yet 
hetero-sexualized and exemplified a broad range of desire which was not yet segregated as 
hetero/homosexual; From the 1950s-60s, PC magazines started to exclude non-heterosexual elements 
from their representations. The reason for the hetero-sexualization of PC magazines was a reaction 
to the increasing presence of homosexuals. It could be said that the rise of heterosexual 
self-consciousness itself was paradoxically caused by the creation and increasing awareness of 
homosexual identity. Moreover, these changes in the masculine ideal, and especially the examples 
before the 1950s, suggest the possibility of a homosocial continuum - namely, homosociality without 
discontinuity between homosocial and homosexual desire.

研究分野：スポーツ社会学
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代まで、ジェンダーに関する伝統
的な定義は「身体の違いに付与される知識の
全て」（ジョーン・W・スコット）というよ
うに、もっぱら身体自体の性差に関する社会
的な制度・価値観ととらえられてきた。しか
し、90年代以降、特にクィア理論の出現によ
って、こうした身体に完結したジェンダー理
解は徐々に修正されている。この嚆矢として、
イヴ・セジウィックは、男性ジェンダーの優
位を、女性嫌悪（ミソジニー）による女性排
除と同性愛嫌悪（ホモフォビア）による男性
同性愛者排除の上に成り立つ、異性愛男性同
士の排他的な関係であるとする、ホモソーシ
ャリティという概念で説明した（セジウィッ
ク：1985=1990）。ホモソーシャリティは、
特に男性ジェンダー（男らしさ）というもの
が、既に異性愛主義というセクシュアリティ
の概念を含んで成り立っていることを指摘
した点で重要である。 
 この考え方に立てば、男性同性愛者がジェ
ンダー（身体の外見）的には男性であっても、
そのセクシュアリティ故に排除され、男らし
さの理想を満たさない存在とされてきた理
由も説明できる。 
 一方で、１９世紀以降の近代社会は、男ら
しさの要素をその内面（精神性やモラルな
ど）よりも外見に求めるようになり、その際
の理想として拠り所とされたのが、この時期
急速に制度化されたスポーツや体育によっ
て整えられた、いわば筋肉的なスポーツマン
像であったとされる。（G.モッセ、M. Anton 
Budd、J.A. マンガン他） 
 研究代表者は、これまでにもこうしたジェ
ンダー／セクシュアリティ研究の枠組みを
援用し、主に１９世紀後半から２０世紀にか
けてのスポーツと身体の歴史社会的研究を
行ってきた。今回、本研究ではその問題意識
を２０世紀後半（第二次大戦後から 1970 年
代）まで進め、なぜ近代の男性ジェンダー・
モデルから外れるとされた男性同性愛者が、
なおも一貫して異性愛男性の（ホモソーシャ
ルな）身体的理想像を共有してきたのかを明
らかにする。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、これまでジェンダーの領域と
されてきた「男らしさ」の理想像---男性身体
の外見的理想像が、実際にはセクシュアリテ
ィを含んだ概念であることを明らかにする。 
具体的には、近代以降、男性身体の理想は
スポーツマン的な筋肉美を中心とするよう
になったが、実際にはその美的基準を満たし
ていても、男性同性愛者は一貫して「男らし
くない男」あるいは「欠格した男性」と見な
されてきた。しかしその排除にも関わらず、
男性同性愛者もまた、同じくスポーツ的な筋
肉美という理想像を共有し続けてきた。この
両者の矛盾は、ジェンダーとセクシュアリテ

ィが不可分であることを示す事例となりう
る。 
 
 
３．研究の方法 
本研究の方法は、1930-80 年代までに米国
で発刊されたフィジカル・カルチャー雑誌
（フィットネス／ボディビルの元祖）の中か
ら、異性愛男性読者に向けて発刊されていた
ものとして主に「Strength and Health」、 
「Muscle Builder」を、同性愛男性向けに発
刊 さ れ て い た も の と し て 「 Physique 
Pictorial」を対象とし、なるべく多くの号
数を閲覧・収集してそこに表れた男性身体の
理想像を比較検討する。 
 フィジカル・カルチャーは、19 世紀末のイ
ギリスで流行した現在のボディビルの元祖
ともいえるものであり、20世紀以降、米国に
おいても様々な PC 誌が創刊されると、大衆
消費社会の進展とともに売り上げを伸ばし、
イギリスを上回る中心的な市場となった。こ
れ以降、「筋肉的な逞しさ」という視覚的な
男性性の理想を一般に浸透させる上で大き
な役割を果たすメディアとなり、その影響力
は米国に留まらず、こうした身体像を世界的
な男性美の理想として定着させることとな
った。 
一方、1950 年代になると、フィジカル・カ
ルチャー誌をカモフラージュした同性愛男
性向けのメディアであるフィジーク雑誌が
創刊され、大きな市場となった。この、フィ
ジーク雑誌と PC誌が併存した 1950―60年代
の表象を分析することで、両者における男性
身体の理想像に差異があったかを確認する
ことができるはずであり，セクシュアリティ
による理想の違い、あるいは相似を確認でき
ることになる。また、それ以降は半ば公式に
メディアがセクシュアリティ別に成立する
ことになったわけであり、その後の両者の表
現を見れば、各々のセクシュアリティ化の契
機も見えるはずである。 
資料収集に関して、これらは大衆的な商業
雑誌であるため、一部にまとまった号数のコ
レクションや復刊本がある以外は、海外の古
書店やオークションを通じて長期間にわた
って収集する必要がある。 
 研究初年度には、1930 年代から 1970 年代
までを対象としたおもな分析対象となるタ
イトルのひとつである「 Strength and 
Health」に関しては、80％以上の収集を完了
した。また、比較対象である「Physique 
Pictorial」に関しては、研究計画ではアメ
リカのアーカイブにおける閲覧コピーを行
う予定であったが、当該研究機関（ボブ・マ
イザー財団）がその雑誌の表紙の多くをウェ
ブ上で公開しているため、実際の訪問・内容
分析に先んじて、既に両雑誌の比較検討を開
始することができた。 
 また最終年度には、各雑誌の収集を継続し
ながら、関連資料の閲覧・収集のためコロン



ビア大学を訪問し、理論を含めた整理と仕上
げを行った。 
 
４．研究成果 
本研究の結果、以下の点が明らかになった。 
 
（１）1930―50 年代にかけて，フィジカル・
カルチャー誌における男性身体の理想はセ
クシュアリティ化されておらず，さまざまな
欲望の対象として共有されていた．この時期
においては，まだ異／同性愛というセクシュ
アリティの腑分けが明確化されておらず，従
ってホモソーシャル／ホモセクシュアルな
欲望の分断も曖昧であった． 
 
（２）1950―60 年代にかけて，フィジカル・
カルチャー誌は非ヘテロセクシュアル要素
（同性愛と混同される要素）を急速に払拭し，
ヘテロセクシュアリティ化を始める．そして，
こうしたヘテロノーマティヴな男性性（ホモ
ソーシャルな理想）への変化を促したのは，
この時期に進展した“同性愛者”のアイデン
ティティ形成とそのカテゴリーの可視化に
よる，逆説的なヘテロセクシュアリティの自
覚化であった． 
 
（３）70 年代以降の性的マイノリティ権利運
動および 80 年代のエイズ危機は，ともにそ
の社会的な広がりと影響力の大きさからカ
ウンターとしてのホモフォビアを苛烈化さ
せ，結果としてフィジカル・カルチャー誌が
ヘテロセクシュアル表象を強調していくこ
とにつながった． 
 
 こうしたフィジカル・カルチャー誌におけ
る男性表象の変遷は，男性性の概念や理想が
歴史的に可変であり，必ずしもヘテロノーマ
ティヴである必要がない可能性を示唆して
いる．セジウィックは，社会におけるホモセ
クシュアル／ヘテロセクシュアル領域の区
分が歴史的であり，なおかつそれぞれがどの
ようなジェンダー観（理想像）と切り結ぶか
も多様・曖昧で交錯しているとし，この矛盾
は近代から現代を通して常に維持されてき
たと述べる（セジウィック， 1999 ，
pp.123-127）． そして，男性の関係性に関
していえば，男性同士の利益を促進するホモ
ソーシャルな関係性と，男性同士の欲望に基
づくホモセクシュアルな関係性の間には連
続性がある――ホモソーシャル連続体――
とし，なおかつ，それがある時代的な配置に
おいては分断されてしまっている（ようにみ
える）ことを示した（セジウィック，1999，
2001）． 
 これは，いうなれば現代における男性のホ
モソーシャルな関係性というものが，連続性
なき連続体として維持されてきたと捉える
こともできる．こうしたセクシュアリティと
ジェンダーの理想との複雑な配置を考える
とき，特に 1950 年代以前のフィジカル・カ

ルチャー誌における表象は，ヘテロ／ホモセ
クシュアルの境界で分断されない男性の母
集団によって，ある種の理想的な男性ジェン
ダー像が共有されていた時代がありえた―
―つまりある歴史・社会的な配置によっては
ホモソーシャル連続体が存在し得る可能性
を示しているともいえる．そしてこの事実は，
当然ながら今後の社会状況や価値観の変化
によっては，男性性（男らしさ）のみならず
女性性も含めたジェンダー的な理想が移り
変わり，なおかつ一つの理想に収斂すること
なく多様なかたちで存在しうる可能性をも
示唆しているといえる．   
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